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大好評！
　　干年の森コンサート
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　人ロの動き
一7月1日現在一
男4，188（十3）
女4，255（一9）
計8，443（一6）
世帯数2，257（一2）

　（）は前月比較



非行少年の年次別推移（図1）

1

田

（
人
員
）
　 100

　　50
　　人

48

3
　
2
8

105

ii104i

iiii64iiii

iiiiミiiiiiiiiiiiiii

睡
刑
法 犯少年

口
：i：灘iiiiミiiiiミiii

灘…i…ii

i嚢繋灘

灘
藝i難麟，

5年

iiiiii77iii

特別法犯少年

嚢i26iil

6年

2iiiiiii

　　　　年次別区分 7年 8年 9年

刑法犯少年 45 26 77 64 104

特別法犯少年 3 2 0 0 1
計 48 28 77 64 105

県　　　　内 3，356 3，443 3，417 3，787 4，655

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品　　　蹄　　　惚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍麟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹羅

町社会を明るくする運動実行委員会の代表（左）から千手小

学校長にPR用品が手渡されました（7／1）

平成9年非行少年の罪種別補導状況（＋日町警察署管内・単位＝人（）は女子）（表1）

田

区　　　分 総　数
学　生　・　生　徒　　　　　小

計
有　職 無　職

小学生 中学生 高校生 その他各種学校

刑
法
犯
少
年
　
小

窃　　　　盗 94（53） 9（4） 13（　） 64（47） 1（1） 87（52） 7（1）

恐　　　　喝 3（　） 2（） 2（　） 1（　）

暴行傷害 3（　） 1（　） 1（　） 2（　） 1（　）

その他刑法犯 4（　） 1（　） 2（　） 3（　） 1（　）

計 104（53） 10（4） 14（　） 69（47） 1（1） 94（52） 8（1） 2（　）

特別刑法犯少年小計 1（　） 1（）

総　　　　　　　数 105（53） 10（4） 14（　） 69（47） 1（1） 94（52） 9（1） 2（　）

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、

犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につい

て理解を深め、それぞれの立場で力をあわせ、犯罪

や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運

動です。第48回を迎える今年は、　「地域住民の理解

と協力により、犯罪・非行を防止し罪を犯した人や

非行に陥った少年の更生を支える」を重点目標とし

て運動を展開していきます。

深
刻
な
少
年
非
行

　
全
国
に
お
け
る
平
成
八
年
の
刑
法
犯

認
知
件
数
は
約
二
百
四
十
七
万
件
で
、

昭
和
五
十
年
以
降
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
少
年
非
行
に
つ

い
て
は
、
検
挙
人
員
の
約
四
十
九
パ
ー

セ
ン
ト
を
十
四
～
十
九
歳
の
子
供
た
ち

が
占
め
、
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
約
六
十

六
パ
ー
セ
ン
ト
が
十
六
歳
ま
で
の
低
年

齢
層
の
子
供
た
ち
と
い
う
深
刻
な
状
況

で
す
。
非
行
の
内
容
で
は
、
万
引
き
、

オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
自
転
車
盗
が
ほ
と
ん
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風ど
で
す
。

　
県
内
の
少
年
補
導
の
状
況

　
県
内
の
平
成
九
年
に
お
け
る
非
行
少

年
の
補
導
総
数
は
四
千
六
百
五
十
五
人

で
、
前
年
に
比
べ
八
百
六
十
八
人
、
率

に
し
て
二
十
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。
増
加
を
男
女
別
で
見
て
み

る
と
、
男
子
が
三
百
九
十
八
人
、
女
子

が
四
百
七
十
人
増
え
て
い
ま
す
。

　
総
数
を
年
齢
的
に
見
て
み
る
と
、
中

学
生
が
千
四
百
四
十
四
人
、
全
体
の
三

十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校
生
が
二
千
百

四
十
四
人
、
率
に
し
て
四
十
六
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
全
体
の
七
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

を
中
学
・
高
校
生
が
占
め
、
依
然
と
し

て
非
行
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
内
の
少
年
補
導
の
状
況

　
十
日
町
警
察
署
管
内
に
お
け
る
、
こ

こ
五
年
間
の
推
移
（
図
1
）
を
見
て
も

分
か
る
と
お
り
、
平
成
九
年
の
補
導
総

数
は
百
五
人
で
、
八
年
に
比
べ
四
十
一

人
、
六
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
な
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
非
行
の
中
心
は
万

引
き
で
、
九
年
に
お
い
て
は
窃
盗
九
十

四
人
の
う
ち
、
七
十
人
、
総
数
か
ら
見

た
率
に
し
て
約
六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
非
行
少
年
の
女
子
の
占
め
る

割
合
は
、
五
十
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

県
下
の
平
均
（
三
十
二
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
）
と
比
較
す
る
と
、
他
署
管
内
に
比

べ
高
率
と
い
う
の
が
特
徴
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

町
の
犯
罪
情
勢
や

　
　
　
少
年
非
行
の
実
態

　
　
　
　
小
黒
川
西
駐
在
所
長

　
ま
ず
犯
罪
は
、
こ
こ
数
年
平
穏
に
推

移
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
殺

人
未
遂
な
ど
の
重
大
犯
罪
の
発
生
が
あ

り
、
憂
慮
す
べ
き
点
や
、
い
ち
ば
ん
身

近
な
犯
罪
で
あ
る
自
転
車
な
ど
の
乗
り

物
盗
の
発
生
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で

す
。

　
こ
れ
ら
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

玄
関
の
カ
ギ
や
乗
り
物
の
カ
ギ
は
こ
ま

め
に
掛
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
少
年
非
行
に
つ
い
て
、
町
内
の

子
供
が
町
内
で
悪
い
事
は
し
ま
せ
ん
。

私
の
耳
に
入
ら
な
い
だ
け
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
表
面
上
で
は
ほ
と
ん
ど
補
導

し
た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
歩
川
西
町
か
ら

十
日
町
な
ど
と
い
っ
た
他
の
市
町
村
に

出
る
と
、
解
放
感
か
ら
な
の
で
し
ょ
う

か
、
悪
い
こ
と
を
し
て
補
導
さ
れ
て
い

る
事
実
が
何
回
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
い
ち
ば
ん
多
い
の
が
、
や
は
り
万
引

き
で
す
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
中
学
生
・
高
校
生

が
や
は
り
主
流
で
、
性
別
で
は
時
代
を

反
映
し
て
で
し
ょ
う
か
、
女
子
も
男
子

に
負
け
ず
劣
ら
ず
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
月
別
で
は
四
月
・
七
月
・
八

月
・
十
二
月
が
、
曜
日
で
は
土
曜
・
日

曜
が
、
時
間
で
は
十
六
時
か
ら
十
九
時

こ
ろ
ま
で
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
人
の

動
き
が
活
発
な
こ
ろ
と
か
、
長
期
の
休

み
の
こ
ろ
に
多
く
発
生
し
て
い
る
と
い

っ
た
の
が
実
態
で
す
。

　
万
引
き
さ
れ
る
品
物
の
主
な
も
の
と

し
て
は
C
D
、
ビ
デ
オ
類
、
口
紅
な
ど

の
化
粧
品
が
主
流
で
、
以
下
は
洋
服
、

食
品
、
雑
誌
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
補
導
し
た
子
供
た
ち
か
ら
事
情
を
聴

取
す
る
と
、
十
人
の
う
ち
七
～
八
人
は
、

驚
い
た
こ
と
に
ゲ
ー
ム
感
覚
ご
犯
罪
を

犯
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
反
省
の
色
は

非
常
に
希
薄
で
あ
る
と
い
う
の
が
実
態

の
よ
う
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
地
域
や
学
校
、
特
に
家

庭
で
積
極
的
に
話
し
合
い
を
行
な
い
、

何
が
良
い
事
な
の
か
、
何
が
悪
い
事
な

の
か
を
見
極
め
る
力
を
つ
け
て
や
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
私
ど

も
の
方
で
も
そ
の
場
そ
の
場
で
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
七
月
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
』
に
出
席
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
議
題

に
も
な
っ
て
い
た
「
少
年
非
行
の
防
止
」

に
つ
い
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
も
出

て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
幼
少
時
代

に
お
け
る
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
良
き
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ス

が
大
事
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
し
、
基
本
中
の
基
本
は
、

家
庭
円
満
が
何
よ
り
と
い
う
こ
と
を
、

つ
く
づ
く
感
じ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

周
り
の
支
援
が
不
可
欠

　
子
供
が
非
行
に
走
る
背
景
に
は
、
家

庭
環
境
や
交
友
関
係
な
ど
の
多
く
の
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
非

行
防
止
に
は
ま
ず
、
こ
う
し
た
問
題
の

一
つ
ひ
と
つ
を
解
決
し
、
非
行
を
誘
発

し
な
い
よ
う
な
社
会
環
境
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、
非
行
に
陥
っ
た
子
供
た
ち
が

更
生
し
て
円
滑
に
社
会
復
帰
で
き
る
た

め
に
は
、
本
人
の
強
い
意
志
は
も
ち
ろ

ん
、
家
庭
や
職
場
、
学
校
な
ど
周
り
の

人
た
ち
の
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
非
行
や
犯
罪
は
、
地
域
社
会
の
中
で

生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
罪
を
犯
し
た

人
が
更
生
し
て
戻
っ
て
く
る
の
も
ま
た
、

地
域
社
会
で
す
。
更
生
し
た
人
を
色
メ

ガ
ネ
で
見
た
り
仲
間
は
ず
れ
に
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
再
び
犯
罪
や
非
行
を
呼

び
起
こ
す
き
っ
か
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
失
敗
は
だ
れ
に
で
も
あ
り
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が

犯
罪
の
な
い
、
明
る
い
社
会
を
築
く
た

め
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

呼
び
掛
け
を
実
施

　
毎
年
七
月
は
、
　
”
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
”
強
調
月
間
で
す
。
町
で
も
、

「
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、

犯
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少

年
の
更
生
を
支
え
る
」
を
重
点
目
標
に
、

町
内
や
各
小
・
中
学
校
な
ど
の
施
設
を

回
る
な
ど
し
て
、
こ
の
運
動
に
対
す
る

呼
び
掛
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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非
行
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
で

　
子
供
た
ち
の
非
行
な
ど
問
題
行
動

の
防
止
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
な

く
、
地
域
や
社
会
全
体
が
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
行

政
で
は
、
各
関
連
機
関
が
相
互
に
連

携
し
て
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

で
の
非
行
防
止
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
七
月
は
「
青
少
年
の
非
行
間
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
。
夏
休

み
に
入
る
こ
の
時
期
は
、
解
放
感
か

　
　
　
ら
、
子
供
た
ち
が
非
行
に
走

り
や
す
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
特
に
最
近
は
、
ふ
だ

ん
お
と
な
し
い
子
供
が
い
き

な
り
非
行
に
走
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
非
行

の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
、
家
庭
で
気
を
つ
け
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
、

③曾o．7」o



　町では昨年度から、「環境に配慮したまち」、「災害や豪雪に強いまち」、「高齢者や

障害者にやさしいまち」など望ましい“おおむね20年後の町の将来構想”を明らかに

するための計画である、「都市計画マスタープラン」の策定作業を進めています。

　この「都市計画マスタープラン」を策定するためには、多くの方々のご意見や身近

なご提案が盛り込まれなければなりません。

　そのために「都市計画マスタープラン」のご理解をいただきたいと考え、今月号の

広報紙からこの「まちづくりニュース」で今年度の取り組みの様子や、経過などを掲

載いたします。

◆　都市計画マスタープランとは…

□　平成4年6月に都市計画法が改正され、「市町村は都市計画に関する基本方針を

　定めるものとする」と法律で規定されました。この基本的な方針が「都市計画マス

　タープランです。

□　町全体のまちづくりの将来像を考える「全体構想」と、地域ごとのまちづくりの

　将来像を考える「地域別構想」を策定します。

ロ　20年後のまちを考え、必要なルールづくりや整備事業の方針を示します。

◆　地域情報の聞き取りのお知らせ

　　昨年度のアンケート調査に引き続き、住民意向は握の一環として、みなさんから

　地域情報の聞き取りを各地域ごとに行います。詳しい内容については、次号で掲載

　する予定ですので、ご協力をお願いいたします。

お問い合わせやご意見は…

建設課　都市計画係

奮68－3111（内線322）
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大
人
社
会
の
見
直
し
が
必
要

－
中
教
審
「
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
」
中
間
報
告
ー

　
子
供
た
ち
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
件
が
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
心
の
間
題
が

見
え
隠
れ
し
て
お
り
、
　
「
心
の
教
育
」

の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
心
の
教
育
に
つ
い
て
、
文
部
省

の
中
央
教
育
審
議
会
は
、
平
成
十
年
三

月
、
　
「
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
の
中
間
報
告
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
時
代
を
拓
く
心
を
育
て
る

た
め
に
～
次
世
代
を
育
て
る
心
を
失
う

危
機
～
」
と
題
し
た
こ
の
報
告
で
は
、

新
し
い
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め

の
「
生
き
る
力
」
を
、
子
供
た
ち
が
身

に
つ
け
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
き
る
力
」
と
は
、
自
ら
学
び
自

ら
考
え
る
力
、
正
義
感
や
倫
理
観
な
ど

の
豊
か
な
人
間
性
、
健
康
な
体
力
。
そ

し
て
、
そ
の
核
と
な
る
の
が
、
豊
か
な

10．7．10④

人
間
性
、
す
な
わ
ち
、
感
性
や
心
な
の

で
す
。
そ
の
よ
う
な
心
を
育
て
る
の
は
、

家
庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体

の
役
割
で
す
。

　
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
や
在
り
方
を
見
直
し
、
子
供

の
心
の
教
育
に
つ
い
て
、
何
が
で
き
る

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
中
間
報
告
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
で
提
案
し
て

い
ま
す
。

鋤
。

　
　
　
～
●

　
　
　
6

　
　
　
　
　
ゆ

▽
り
・

　
　
　
●

・
家
庭
の
在
り
方
を
間
い
直
そ
う

・
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
、
し
っ
か
り
し

つ
け
よ
う

・
思
い
や
り
の
心
を
育
て
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風



個人に投票選挙区選挙
政党に投票比例代表選挙

　
第
1
8
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
6
月
2
5
日

㈲
に
公
示
さ
れ
、
7
月
1
2
日
㈲
が
投
票
日
と
な

り
ま
す
。
ま
た
今
回
の
選
挙
か
ら
、
公
職
選
挙

法
の
改
正
を
受
け
、
不
在
者
投
票
制
度
の
改
善

や
投
票
時
間
の
午
後
8
時
ま
で
の
延
長
（
一
部

投
票
所
を
除
く
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①

候
補
者
名
を
書
い
て
投
票

○
次

選挙区選挙
（投票用紙は黄色）

②

政
党
名
を
書
い
て
投
票

○
砦

比例代表選挙
（投票用紙は白色）

　この選挙は、新潟県選出議員選挙と比例代表選出議員

選挙があり、2回投票することになります。

①
川
西
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

　
人
。
7
月
1
2
日
現
在
で
満
2
0
歳
以
上
の
日
本

国
民
。

②
平
成
1
0
年
3
月
2
4
日
以
前
か
ら
川
西
町
に
住

　
民
登
録
を
し
て
い
る
人
。
3
月
2
5
日
以
降
の

　
転
入
者
は
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　今回の選挙から投票時間が午後8時まで延長に

なります。ただし、左の投票所では投票時間の繰

り上げがあります。入場券を確認のうえ、間違い

なく投票してください。

1〉午後7時まで

　・川西町冬期孤立集落維持管理センター（小脇）

　・高倉集落センター

へ
・
子
供
の
個
性
を
大
切
に
し
、
未
来
へ

　
の
夢
を
持
た
せ
よ
う

・
家
庭
で
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
つ
く
ろ

　
、
つ

・
遊
び
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
子
供

　
の
生
活
に
時
間
と
ゆ
と
り
を
持
た
せ

　
よ
・
つ

・
異
年
齢
集
団
で
鍛
錬
す
る
機
会
に
積

極
的
に
参
加
さ
せ
よ
う

Φ○く》
口
0
0

・，亀，二l　　ll・亀魅．

・
文
化
と
伝
統
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

未
来
を
開
く
心
を
育
て
よ
う

・
道
徳
教
育
を
見
直
そ
う

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
充
実
し
よ
う

　　　　　慈　　　鑛鷲羅

－
α
、
．
冤
㈱
Q

辮◎

、
…
麟
Q

　
　
　
Q
Q

・
不
登
校
に
は
ゆ
と
り
を
持
っ
て
対
応

し
よ
う

・
間
題
行
動
に
毅
然
と
し
て
対
応
し
よ

、
つ

・
保
育
所
の
役
割
を
見
直
そ
う

・
ゆ
と
り
あ
る
学
校
生
活
で
子
供
た
ち

の
自
己
実
現
を
図
ろ
う

　
ロ

，
　
o
　
　
創
璽

・
地
域
で
子
育
て
を
支
援
し
よ
う

・
豊
か
で
多
彩
な
体
験
活
動
の
機
会
を

与
え
よ
う

・
子
供
の
心
に
影
響
を
与
え
る
有
害
情

報
の
問
題
に
取
り
組
も
う

　育てたい
豊かな人間性

O
O

　　　　　　　篤　　　　　　麹　　　　　　幾　　　　　鍮　　　　醸　　　圏　　篤　欝　灘鍵
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土
の
う
積
工
に
取
り
組
む
町
消
防
団
員

高校生を対象に交通指導
　高校生を対象とした原付・二輪車の違法改造や整備不良車への指導、

走行マナーなどの一斉指導が郡市内4高校で行なわれ、川西高校でも6

月15日、同校駐車場周辺で実施されました。この指導は、郡市交通対策

協議会の指導で実施されているもので、安全協会二輪車部会員、十日町

警察署員、町交通指導員や高校教諭ら10人あまりが参加。バイク通学生

の交通指導、ブレーキランプやチェーンのゆるみなどの点検を実施。ヘ

ルメットのかぶり方の指導を受ける場面が見受けられました。

信濃月水防言川練を実施

　6月10日夜、妻有大橋上流の信濃川河川敷で、信濃川

（十日町地域）水防訓練が実施され、郡市4消防団と河

川維持管理業者、合わせて140人あまりが訓練に参加。

町消防団も第1、2分団の中から31人が参加し、木流し

工法と改良土のう積み工法に取り組みました。参加者は、

本番さながらの様子で訓練をしていました。こうした訓

練が、いざというときに役に立つのでは……。

走行などについて指導を受ける川西高校
のバイク通学者

日ごろの練習成果を競う
　6月14日、町総合体育館駐車場で、町消防団（清水善三団

長・団員362人）の春季消防演習・ポンプ操法競技会が実施さ

れました。小型ポンプ操法競技会では、6つの分団から選ば

れた6チームによって操法が競われ、坪山チームが優勝。坪

山チームは、7月19日、十日町市で開催される十日町地区支

会に出場します。また競技会終了後、団員の人員・姿勢・服

装の点検があり、号令一つで機敏に動いていました。

優勝した坪山チームの操法のようす

県警音楽隊を招きr小・中学生防犯教室」を開催

目の前で繰り広げられるパフォーマンスを熱心に見入っていました

6月24日、川西中学校体育館で、r小．中　穰

学生防犯教室」が開かれ、小・中学生と一般

およそ800人が参加しました。この催しは、

町防犯協会（会長・南雲町長）が、夏休みを

1か月後にひかえて、小・中学生の交通マナ

ーや防犯意識の高揚を図ろうと、十日町警察

　　　　　　　　　　　　　　10．7．10⑥



一
戦
剛
戦
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た

12チームが熱戦を展開
　6月17日～18日の2日間、町総合体育館と川西中学校体

育館を会場に、第29回フレッシュバレーボール大会が開催

され、12チームが熱戦を展開。結果は、次のとおりです。

　優勝　あいるとんS　S　C　　2位　オールマイティーズ

　3位　タケチャンズB　　　3位　サンライズFC

ク
リ
ー
ン
な
町
を
維
持
し
よ
う

　
六
月
十
九
日
、
川
西
町
地
区
の
た
ば

こ
販
売
店
が
、
総
合
セ
ン
タ
ー
や
商
工

会
館
、
役
場
周
辺
を
中
心
に
清
掃
美
化

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
日
町
た
ば
こ
販
売
協
同

組
合
川
西
地
区
（
清
水
善
三
代
表
）
が
、

昨
年
か
ら
活
動
の
一
つ
と
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
喫
煙
環
境
の
悪
化
に

積
極
的
に
対
応
し
、
ク
リ
ー
ン
な
町
を

維
持
し
よ
う
と
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
、
た
ば
こ
販
売
店
の
方
々
は
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ュ

ー
ス
の
空
き
缶
、
そ
の
他
の
ご
み
の
清

掃
活
動
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

美
化
活
動
に
精
を
出
す
た
ば
こ

販
売
店
の
方
々

越
後
妻
有
花
の
道

花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
◎
日
時
　
8
月
1
日
ω
　
午
後
3
時
～
9
時

　
　
◎
会
場
　
十
日
町
市
昭
和
町
通
り

　
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創

プ
ラ
ン
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ

ス
整
備
構
想
」
が
今
年
度
か
ら
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
交
流
の
道
、
自
然
体

感
型
ふ
れ
あ
い
文
化
施
設
、
大
地
の
芸

術
祭
、
越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発

見
の
4
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
　
平
成
1
0
年
度
か
ら
花
の

道
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

現
在
十
日
町
地
域
広
域
6
市
町
村
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

と
連
動
さ
せ
、
各
市
町
村
を
結
ぶ
幹
線

道
路
沿
い
な
ど
を
花
で
飾
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
内
容

■
花
鉢
、
植
木
、
盆
栽
な
ど
の
出
店
・

販
売

■
花
の
教
室
（
切
り
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ

　
ン
ト
）

■
造
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
展
示
・

販
売

■
花
の
音
楽
会
（
オ
カ
リ
ナ
演
奏
）

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
抽
選
会
な
ど

　
募
集
し
ま
す

■
花
の
教
室
受
講
者

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
出
店
料
無
料
）

■
花
、
盆
栽
愛
好
者
の
出
展

※
申
し
込
み
は
、
7
月
24
日
働
ま
で
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
市
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
費
5
7
1
3
1
1
1
・
内
線
〈
1
5
7
・

1
5
8
〉
）
又
は
、
花
の
道
実
行
委
員

会
（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画

振
興
課
〈
費
5
7
1
2
2
8
5
〉
）
へ
。

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

■
日
時
　
7
月
2
5
日
㈲

　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
30
分

■
場
所
　
ク
ロ
ス
ー
0

■
内
容

　
．
家
庭
に
お
け
る
健
康
管
理
と
看
護

　
．
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　
．
寝
た
き
り
に
な
っ
た
ら

■
講
師
　
日
本
赤
十
字
新
潟
県
支
部

■
参
加
費
　
無
料

■
定
員
　
30
人

■
服
装
　
実
技
が
あ
り
ま
す
の
で
、
女

　
　
　
　
性
は
ズ
ボ
ン
着
用
の
こ
と
。

■
申
し
込
み
方
法
・
申
し
込
み
先

　
7
月
1
5
日
ま
で
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
魚
沼
ブ
ロ
ッ
ク
電
信
電
話
ユ

ー
ザ
協
会
へ
（
智
0
1
2
0
1
1
2
3

1
8
4
9
．
F
A
X
72
1
2
9
0
7
）

★
日
時

★
会
場

★
演
題

★
講
師

※
問
い
合
わ
せ
先

7
月
1
4
日
…
W
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
け
つ

『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
水
中
浮
力
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
の
秘
訣
』

明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
高
橋
　
賢
一
先
生

　
　
　
　
　
　
役
場
福
祉
課
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町
で
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
採

用
の
一
般
事
務
職
員
（
初
級
職
）
若
干

名
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
～
五
十
六

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
九
月
二
十
日
㈲

受
付
時
間
午
前
九
時
～
九
時
四
十

　
　
　
　
　
　
分

試
験
場
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

　
高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方
公

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
と
知

能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記
試
験
と

作
文
試
験
及
び
事
務
適
正
検
査
を
行
い

ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、
消
し

　
　
　
　
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
や

　
　
　
　
万
年
筆
使
用
は
無
効

合
格
発
表
　
十
月
中
旬

2
二
次
試
験

試
　
験
　
日
　
十
一
月
上
旬

　
　
　
　
　
　
（
一
次
試
験
合
格
者
に

　
　
　
　
　
　
別
途
通
知
）

試
験
場
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
法
面
接
試
験

【
採
用
旦

　
平
成
十
一
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
押

　
印
。
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無
帽

　
・
正
面
上
半
身
）
一
枚
を
は
り
、
ほ

　
か
に
二
枚
を
添
え
て
役
場
行
政
係
へ
。

　
【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
七
月
三
十
一
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

消
印
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
有
効
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　
費
六
八
－
三
一
一
一

十日町地域広域事務組合　職員募集
　　　　　（採用試験実施要綱）

消防士　若干名　採用の予定
申込受付　7月16日～8月7日まで
　　　　　（郵送消印は8月7日まで）

平
成
十
一
年
四
月
一
日
採
用
予
定

【
受
験
資
格
】

○
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
昭
和
四
十
八

　
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

　
（
平
成
十
一
年
四
月
一
日
現
在
二
十

五
歳
以
下
の
人
）

○
身
長
一
六
〇
彗
以
上
、
胸
囲
は
お
お

　
む
ね
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重

　
は
五
〇
鴛
以
上
、
視
力
は
両
眼
の
場

　
合
○
・
八
以
上
、
一
眼
の
場
合
そ
れ

　
ぞ
れ
○
・
五
以
上
（
矯
正
視
力
可
）

　
で
色
神
正
常
、
そ
の
ほ
か
身
体
強
健

　
な
人

〇
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
（
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

　
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）
に

居
住
可
能
な
人

【
試
験
の
日
及
び
方
法
】

〇
一
次
試
験
　
八
月
二
十
三
日
側

　
（
場
所
及
び
時
間
は
受
験
者
に
別
途

　
通
知
）
、
試
験
は
地
方
公
務
員
と
し

　
て
必
要
な
一
般
知
識
・
教
養
、
適
正

．
、
◎

　
検
査
、
作
文
と
体
力
診
断
テ
ス
ト
を

　
を
行
い
ま
す
。

〇
二
次
試
験
　
九
月
上
旬
（
場
所
及
び

　
時
刻
は
一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通

　
知
）
、
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行

　
い
ま
す
。

【
受
験
手
続
き
】

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
や
、
消
防
署

西
分
署
な
ど
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込

書
に
、
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

を
添
付
し
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総

務
課
（
a
五
七
ー
一
五
五
五
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
合
格
発
表
】

　
一
次
、
二
次
試
験
と
も
受
験
者
に
合

否
を
通
知
し
ま
す
。
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夏
場
、
冷
房
の
効
き
過
ぎ
た
室
内
で

体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う

で
す
。
夏
風
邪
を
ひ
い
た
り
、
お
な
か

を
こ
わ
し
た
り
し
て
し
ま
う
人
も
多
い

よ
う
で
す
。
冷
房
病
は
、
外
気
と
冷
房

し
た
室
内
の
温
度
差
が
人
体
に
ス
ト
レ

ス
を
も
た
ら
し
て
起
こ
り
ま
す
。

　
予
防
に
は
、
室
外
と
室
内
の
温
度
差

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
冷
気
は
床
に
近
い
と

こ
ろ
に
集
ま
り
や
す
い
の
で
、
厚
め
の

靴
下
を
は
い
た
り
、
ひ
ざ
か
け
を
利
用

し
た
り
し
て
、
下
半
身
を
冷
さ
な
い
工

夫
も
大
切
。
冷
風
に
直
接
当
た
る
こ
と

は
絶
対
避
け
る
べ
き
で
す
。

　
冷
え
症
に
な
り
や
す
い
人
は
、
体
を

冷
す
食
べ
物
も
禁
物
。
飲
物
も
ア
イ
ス

で
な
く
ホ
ッ
ト
で
飲
む
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
入
浴
は
シ
ャ
ワ
ー
で
済

ま
せ
ず
に
、
ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く

り
つ
か
っ
て
体
を
温
め
、
血
行
を
促
す

こ
と
も
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

，
暑
が
り
の
人
も
少
し
我
慢
し
て
、
部

屋
を
冷
し
す
ぎ
な
い
心
配
り
を
！



広
報
発
刊
こ
ぽ
れ
話
ω

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

公
民
館
報
が
広
報
に

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
の
第
一
号
を
発

行
し
た
の
は
川
西
町
の
誕
生
か
ら
二
年

後
の
、
昭
和
三
十
三
年
の
今
月
十
五
日

だ
っ
た
。
合
併
と
同
時
に
公
民
館
報
を

出
す
予
定
に
な
っ
て
い
た
が
、
教
育
委

員
会
の
事
務
局
が
手
薄
だ
っ
た
の
に
加

え
、
当
初
の
計
画
に
は
無
か
っ
た
新
生

活
運
動
や
妻
有
郷
学
術
総
会
調
査
が
町

の
全
域
で
実
施
さ
れ
る
事
態
に
な
り
、

館
報
の
編
さ
ん
に
ま
で
手
が
回
ら
な
か

っ
た
と
い
え
ば
言
い
訳
に
な
ろ
う
か
。

　
三
十
二
年
に
入
る
と
、
町
の
有
識
者

か
ら
も
「
期
待
し
て
い
る
」
の
声
が
か

か
っ
て
未
発
行
が
気
に
な
り
、
高
橋
友

義
教
育
係
長
と
相
談
し
、
田
口
一
男
庶

務
係
長
に
「
町
部
局
か
ら
広
報
を
発
刊

し
て
欲
し
い
」
と
話
を
も
ち
か
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
　
「
金
子
、
お
前
や
っ
て
く

れ
、
職
員
の
補
充
は
何
と
か
考
え
て
や

る
」
と
、
逆
に
言
わ
れ
て
初
代
の
編
集

を
担
当
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。

　
中
村
町
長
に
決
裁
を
仰
い
だ
ら
、
「
お

前
さ
ん
、
毎
月
発
行
す
る
と
言
う
ど
も

ノ
シ
、
素
人
が
町
の
新
聞
を
毎
月
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

て
ガ
ン
ナ
難
儀
ダ
ゼ
、
馴
れ
る
ま
で
一

つ
き月

お
き
に
し
た
ら
ナ
ジ
ダ
イ
」
と
言
わ

　
か
し
こ

れ
、
畏
み
恐
縮
し
て
、
昭
和
三
十
三
年

度
中
は
隔
月
十
五
日
発
行
に
し
た
。

発
行
当
時
の
中
村
町
長
、
左
は
筆
者

（
町
長
室
で
・
押
木
秀
治
写
）

　
　
　
　
　
し
ら
は
　
え

印
刷
は
白
南
風
社

　
「
館
報
で
も
広
報
で
も
、
ぜ
ひ
発
行

し
て
欲
し
い
」
と
、
毎
日
役
場
へ
来
て

セ
ッ
コ
ウ
か
け
て
く
れ
た
の
は
中
央
印

刷
の
柳
沢
外
勤
員
だ
っ
た
。
聞
け
ば
、

「
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
一
位
に
輝
い

た
”
公
民
館
報
た
ち
ば
な
”
の
印
刷
を

担
当
し
た
」
と
い
い
、
　
「
こ
の
実
績
で

ぜ
ひ
弊
社
に
」
と
の
願
い
で
、
当
時
は

珍
し
い
活
版
刷
り
の
割
付
用
紙
や
原
稿

用
紙
を
ど
っ
さ
り
持
参
し
て
く
れ
た
。

　
し
か
し
、
町
の
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
で
も
あ
っ
た
臼
南
風
社
の
太
田
長

栄
社
長
か
ら
も
「
私
共
に
」
と
請
願
が

あ
り
、
中
村
町
長
の
も
と
で
協
議
し
た

結
果
、
町
の
仕
事
は
町
の
業
者
に
と
い

う
方
針
で
臼
南
風
社
を
指
名
し
た
。

　
当
時
の
臼
南
風
社
は
ま
だ
幼
年
期
と

い
う
か
、
ガ
リ
版
印
刷
に
か
け
て
は
他

社
の
追
従
を
許
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、

オ
フ
セ
ッ
ト
の
技
術
や
設
備
は
発
展
途

上
の
よ
う
で
気
に
な
っ
た
が
、
全
社
を

あ
げ
て
印
刷
技
術
の
向
上
に
と
り
く
ん

で
く
れ
た
。
太
田
社
長
を
中
心
に
高
崎

現
社
長
ご
夫
妻
ら
の
研
究
と
努
力
で
号

を
重
ね
る
た
び
に
き
れ
い
な
広
報
に
仕

上
が
り
、
町
の
人
た
ち
も
発
行
を
心
待

ち
し
て
く
だ
さ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

第
一
号
に
よ
せ
て

　
中
村
町
長
が
「
広
報
か
わ
に
し
」
の

　
　
　
き
ご
う

題
字
を
揮
毫
し
、
次
の
「
発
刊
の
こ
と

ば
」
を
自
ら
よ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
こ
の
た
び
、
川
西
町
の
実
態
を
で
き

る
だ
け
細
か
に
、
し
か
も
早
く
町
民
各

位
に
お
伝
え
し
て
町
の
姿
や
在
り
方
を

よ
く
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
広
報

を
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
「
か

わ
に
し
」
を
心
の
か
け
橋
と
し
て
幸
福

な
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
、
明
る
く
て

住
み
よ
い
、
豊
か
な
町
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

　
馬
場
ト
禅
町
議
会
議
長
か
ら
次
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
よ
う
て
い

　
民
主
政
治
の
要
諦
は
、
国
民
や
住
民

が
不
満
を
持
っ
た
り
、
失
望
し
た
り
し

な
い
政
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
本
紙
を
と
お
し
て
広
く

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
貴
重
な
意
見

を
行
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　
高
橋
子
平
教
育
長
が
、
町
の
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
れ
き

決
意
を
次
の
よ
う
に
披
渥
さ
れ
た
。

　
川
西
町
の
三
千
三
百
人
の
児
童
、
生

徒
が
、
身
心
と
も
に
明
る
く
健
康
に
成

長
す
る
教
育
に
全
力
投
球
し
た
い
。

　
須
藤
茂
一
先
生
が
、
新
し
い
町
と
庁

舎
に
次
の
詩
を
よ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
新
し
い
町
　
新
し
い
庁
舎
　
新
酒
を

入
れ
る
に
は
新
し
い
器
が
ふ
さ
わ
し
い

よ
う
に
　
そ
こ
か
ら
新
鮮
な
　
世
紀
の

息
吹
き
が
立
ち
昇
る

　
青
い
ふ
る
さ
と
の
空
　
高
く
立
つ
わ

れ
ら
の
殿
堂
　
銀
灰
色
の
柱
は
た
く
ま

　
　
　
と
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

し
く
　
鳶
は
庁
舎
の
空
に
喘
い
て
平
和

の
円
を
描
く

　
ひ
ろ
い
ひ
ろ
い
海
に
　
波
浪
を
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

て
進
む
　
豪
華
な
巨
船
に
も
似
て
　
わ

れ
ら
の
殿
堂
　
あ
あ
　
夕
ぐ
れ
の
空
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
よ
い

明
る
く
灯
る
円
い
船
窓
か
ら
　
今
宵
も

建
設
の
歌
声
が
流
れ
る

　
田
中
与
三
郎
町
議
会
議
員
作
詞
の
川

西
小
唄
を
紹
介
し
た
ら
、
佐
藤
茂
夫
国

鉄
職
員
が
あ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
作
曲
し
て

く
だ
さ
り
、
こ
れ
に
保
坂
国
夫
公
民
館

主
事
が
振
り
付
け
し
て
後
世
に
残
る

「
川
西
小
唄
」
が
で
き
あ
が
り
、
い
ま

に
歌
い
踊
り
継
が
れ
て
い
る
。

世
間
話
も
掲
載
し
た

　
第
一
号
を
発
刊
し
た
年
の
川
西
町
は

二
七
六
三
世
帯
、
人
口
一
四
九
六
〇
人

を
数
え
た
。
こ
の
年
、
東
部
地
区
で
は

山
王
原
に
一
八
町
歩
の
開
田
が
計
画
さ

れ
て
軌
道
に
の
り
、
ま
た
、
山
地
の
集

　
　
　
わ
ら
ふ
と
ん

落
で
は
藁
布
団
の
万
年
床
が
姿
を
消
す

　
　
　
　
　
　
の
み
　
　
か

よ
う
に
な
っ
て
蚤
や
蚊
も
い
な
く
な
り
、

住
居
や
台
所
も
改
善
さ
れ
て
生
活
水
準

が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　
チ
ャ
ン
チ
キ
お
け
さ
、
わ
か
れ
の
一

本
杉
、
愛
ち
ゃ
ん
は
お
嫁
に
な
ど
の
歌

声
が
流
れ
る
中
で
全
町
の
融
和
、
親
睦

が
は
か
ら
れ
、
町
内
の
随
所
に
建
設
の

つ
ち槌

音
が
こ
だ
ま
し
た
。
あ
の
当
時
を
回

想
で
き
る
人
は
ま
だ
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
時
代
に
広
報
紙
を
発
行
す
る
町

村
は
数
え
る
ほ
ど
で
し
か
な
く
、
身
近

な
政
治
や
茶
の
間
の
話
題
等
も
と
り
あ

げ
た
公
民
館
報
が
読
者
に
歓
迎
さ
れ
て

い
た
。
本
紙
も
こ
の
例
に
習
い
、
公
民

館
報
的
な
町
の
機
関
紙
を
念
頭
に
、
町

の
人
た
ち
と
役
場
の
か
け
橋
に
な
る
広

報
を
め
ざ
し
て
編
さ
ん
に
没
頭
し
た
。

　
仙
田
地
区
で
挙
家
離
村
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
首
都
圏
へ
転
出
し
て
も
町

の
様
子
を
知
り
た
い
と
願
う
人
に
も
本

紙
を
お
届
け
し
た
が
、
そ
の
数
が
し
だ

い
に
ふ
え
、
送
料
の
軽
負
担
を
考
え
て

第
三
種
郵
便
物
の
認
可
を
う
け
る
手
続

き
を
し
た
。
酒
井
信
四
郎
千
手
郵
便
局

長
の
助
言
を
得
て
、
題
字
の
下
に
発
行

者
編
集
人
の
氏
名
等
を
明
記
し
、
定
期

刊
行
物
に
し
て
も
ら
っ
た
の
が
四
十
年

も
前
の
話
に
な
る
。
　
　
（
以
下
次
号
）

お
わ
び

　
前
号
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
の
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す
む

分
掌
表
に
追
加
、
出
納
係
長
増
田
享

星
名
カ
ズ
　
清
水
光
子
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救
急
講
習
会
の
開
催

　
人
間
は
、
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
八

分
間
を
超
え
て
適
切
な
処
置
が
さ
れ
な

い
ま
ま
に
い
る
と
、
例
外
を
除
い
て
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
生
き
返
る
こ
と
は
難
し

く
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
口
や
鼻
か
ら

肺
に
空
気
を
送
り
こ
ん
で
や
る
な
ど
の

人
工
呼
吸
を
施
し
て
や
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
。
し
か
も
、
呼
吸
が
止
ま
っ
て

か
ら
人
工
呼
吸
を
始
め
る
ま
で
の
時
間

が
短
け
れ
ば
短
い
ほ
ど
効
果
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
素
早
い
人
工
呼
吸
に
よ
っ

て
一
命
を
と
り
と
め
た
例
が
、
数
多
く

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
次
の

と
お
り
救
急
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
7
月
2
9
日
㈱

　
　
　
　
　
午
後
6
時
～
9
時

■
場
所
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
3
階
講
堂

■
申
し
込
み
方
法

　
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
救
急
係
に

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
岱
5
7
－
1
5
5
5
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り
　
7
月
2
5
日

■
講
習
内
容

　
心
肺
蘇
生
法
・
大
出
血
時
の
止
血
法

■
受
付
人
数
　
先
着
5
0
人

■
受
講
料
無
料

■
そ
の
他
　
体
操
着
な
ど
活
動
的
な
服

　
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
ビ
デ
オ
を

　
　
　
　
　
貸
し
出
し
ま
す

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
所
有
し
て

い
る
防
災
関
係
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し

出
し
ま
す
。
ご
家
族
で
ご
覧
に
な
っ
て
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

★
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

　
　
（
智
5
7
－
1
5
5
7
）

　
消
防
署
西
分
署
（
川
西
町
）

　
　
（
a
6
8
1
2
0
7
5
）

★
貸
し
出
し
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

　
（
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
用
）

　
・
ト
ラ
ち
ゃ
ん
の
消
防
隊
長

　
・
ト
ン
ト
ン
・
ユ
ウ
ユ
ウ
の
火
の
用

　
　
し

　
・
レ
ツ
ゴ
ー
な
か
ま
た
ち

　
・
ト
ン
ク
ル
ピ
ー
の
じ
し
ん
よ
う
じ

　
　
ん

　
・
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
の
消
防
隊

　
（
中
学
生
～
大
人
用
）

　
・
う
っ
か
り
家
の
人
々

　
・
う
っ
か
り
町
の
屋
根

　
・
家
族
で
ガ
ッ
テ
ン

　
・
考
え
よ
う
事
業
所
の
地
震
対
策

　
・
5
分
間
の
重
み
　
　
　
ほ
か
1
4
本

～
新
潟
ア
ジ
ア
文
化
祭
9
8
協
賛
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

第
4
回
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
唱
フ
ェ
ス
一
ア
イ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ョ
し
ク
ン

◎
出
　
演
　
張
躍
（
中
国
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
出
身
）

　
　
　
　
　
　
　
　
各
市
町
村
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
ブ
6
団
体

◎
日
　
時
　
7
目
1
9
日
⑪
午
後
1
時
3
0
分
開
場
・
2
時
開
演

◎
場
　
所
　
川
西
中
学
校
体
育
館

◎
入
場
料
　
1
、
0
0
0
円
（
高
校
生
以
上
）

・

菌
燈

、
G

」
ピ

子
供
の
た
め
の
美
術
展
9
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
次
の
と
お

り
「
子
供
の
た
め
の
美
術
展
98
目
で
、

か
ら
だ
で
、
心
で
み
る
　
わ
た
し
の
見

方
、
感
じ
か
た
で
」
を
開
催
し
ま
す
。

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

●
期
間
　
8
月
2
0
日
ま
で

施
設
開
設
の
ご
案
内

　
身
体
障
害
者
の
施
設
が
次
の
よ
う
に

開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
し
い
こ
と

を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
福

祉
課
（
暦
6
8
1
3
1
1
1
〈
内
線
2
0

5
〉
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
施
設
の
種
別

　
重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

◎
施
設
の
目
的

　
　
病
気
や
事
故
な
ど
が
原
因
で
、
重

　
度
の
肢
体
不
自
由
に
な
っ
た
方
が
、

－
　
試
験
の
種
類

①
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、

　
　
曹
候
補
士
、
2
等
陸
・
海
・
空
士

　
＊
受
付
期
間
　
9
月
n
日
働
ま
で

②
看
護
学
生

　
＊
受
付
期
間
　
1
0
月
1
3
日
㈹
ま
で

③
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大

　
　
学
校
学
生

　
＊
受
付
期
間
　
1
0
月
1
4
日
㈱
ま
で

●
無
料
観
覧
日
　
7
月
1
5
日
～
2
0
日

●
観
覧
料

　
小
・
中
学
生
　
1
0
0
円

　
大
学
・
高
校
生
　
6
0
0
円

　
一
般
　
8
0
0
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
近
代
美
術
館
（
智
0
2
5
8
1

　
2
8
1
4
1
1
1
）
へ
。

　
家
庭
や
社
会
に
復
帰
で
き
る
よ
う
日

　
常
生
活
の
能
力
を
回
復
・
維
持
さ
せ

　
る
た
め
、
一
定
の
期
間
（
2
か
年
）

　
内
で
各
種
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

　
す
る
。

◎
入
所
対
象
者

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
1
8

　
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
方

◎
設
置
場
所

　
長
岡
市
王
番
田
町
地
内

◎
開
設
の
時
期

　
平
成
1
1
年
4
月
（
予
定
）

④
自
衛
隊
生
徒
（
中
学
3
年
生
男
子
）

　
＊
受
付
期
間
　
平
成
1
1
年
1
月
4
日

　
　
　
　
　
　
　
㈲
ま
で

2
　
試
験
日
　
受
け
付
け
時
に
指
定

3
応
募
資
格

　
　
2
7
歳
未
満
の
人
（
試
験
種
目
に
よ

　
　
り
、
学
歴
・
年
齢
制
限
あ
り
）

※
間
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
〒
9
4
0
1
0
0
0
0

　
長
岡
市
千
歳
1
1
3
1
2
7

　
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

　
（
盈
0
2
5
8
1
3
3
－
0
2
5
6
）
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う
ま
い
話
に
は

　
　
　
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心

　
最
近
、
「
高
金
利
」
「
有
利
な
利
殖
」

　
「
元
本
保
証
」
な
ど
を
誘
い
文
句
に
お

金
を
集
め
る
、
悪
質
な
商
法
の
被
害
が

出
て
い
ま
す
。
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い

る
者
（
機
関
）
以
外
が
こ
れ
ら
の
行
為

を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
言
葉
を
選
ん
で
上
手
に
話
を

も
ち
か
け
る
悪
質
な
業
者
が
後
を
た
ち

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
目
先
の
う
ま
い

話
に
の
っ
て
、
つ
い
お
金
を
預
け
て
し

ま
い
、
人
生
が
狂
っ
て
台
無
し
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
切
な
お
金
を
預
け
る
と
き
に
は
、

ど
の
よ
う
な
相
手
な
の
か
十
分
確
か
め

て
、
有
利
な
点
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
お

か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
は
っ
き
り
断

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
万
一
、
断
り
き
れ
な
か
っ
た
り
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
た
と
き
は
、

国
ま
た
は
都
道
府
県
の
消
費
者
相
談
窓

口
や
最
寄
り
の
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
　
（
川
西
駐
在
・
68
1
2
0
6
5
、

仁
田
駐
在
．
68
1
4
1
0
7
、
仙
田
駐

在
．
69
－
2
0
3
6
）

小
わ
じ

　
　
　
　
岬
項
山
．
同
崎
正
風
選

笹
の
葉
の
大
小
分
け
て
綜
結
う

宵
闇
の
螢
の
光
る
道
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

千
本
の
山
毛
樫
燦
々
と
風
光
る

株
立
ち
の
十
四
五
本
の
山
毛
棒
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

手
鏡
に
あ
ふ
れ
る
桜
母
に
見
せ

つ
や
つ
や
と
蟻
の
光
れ
る
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

茄
子
を
椀
ぐ
鋏
の
音
に
虫
飛
べ
り

山
の
径
ほ
た
る
袋
の
咲
い
て
お
り

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

退
院
の
心
に
歩
む
青
田
道

ど
く
だ
み
を
売
っ
て
一
と
日
の
湯
の
旅
に

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

父
の
日
の
園
児
の
画
き
し
父
の
顔

藁
敷
き
て
西
瓜
畑
の
安
ら
け
し

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

黙
々
と
リ
ズ
ム
に
乗
り
て
綜
結
ふ

競
い
合
い
餌
に
寄
り
来
る
鯉
涼
し

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

つ
ば
め
の
巣
あ
る
軒
下
に
雨
宿
り

雨
宿
り
し
た
る
頭
上
に
つ
ば
め
の
子

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

青
年
の
深
夜
た
む
ろ
す
登
山
駅

青
年
の
掌
を
濫
れ
た
る
岩
清
水

　
　
　
　
　
　
中
野
区
牡
鹿
弘
子

巡
回
の
バ
ス
待
っ
梅
雨
の
寒
さ
か
な

大
草
鮭
記
帳
も
梅
雨
の
し
め
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）

松
之
山
湧
き
て
は
消
ゆ
る
夏
の
雲

ふ
る
さ
と
の
山
河
も
久
し
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

戸
袋
に
巣
あ
り
子
雀
巣
立
つ
ま
で

道
ゆ
ず
り
色
分
け
合
う
や
あ
や
め
園

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

初
夏
の
花
一
輪
さ
し
て
無
人
駅

幼
な
児
の
ひ
と
み
集
め
て
蟻
地
獄

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

生
ま
れ
た
る
児
に
高
々
と
鯉
識

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
恵
次
郎

思
う
こ
と
口
に
は
出
さ
ず
麦
茶
飲
む

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

百
枚
を
ひ
と
束
に
編
み
た
ば
こ
干
す

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

郭
公
の
翻
す
る
渓
去
り
難
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

草
藪
の
中
抜
き
ん
で
て
野
の
ア
ザ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
哲

夏
大
根
ほ
ど
良
き
辛
味
食
卓
に

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

山
鳩
の
し
き
り
に
鳴
け
る
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

父
の
日
の
眼
鏡
落
ち
そ
な
似
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

尻
あ
て
を
し
た
る
西
瓜
の
太
り
を
り

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

石
庭
の
巨
石
覆
ひ
て
額
の
花

　
　
　
　
　
　
　
上
町
高
橋

草
刈
機
き
ら
き
ら
光
る
朝
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
元
町
田
畑

大
原
の
里
の
清
流
若
葉
中

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂

願
似

吉
治

墓
目

町
政
の
一
助
に

清
水
正
昭

意　
（
敬
称
略
）

（
山
野
田
）
十
万
円

博
史

●休日救急医

7月12日大熊内科医院（山本町1

　　　　8　52－7066

　19日山口医院（下条〕
　　　　a　55－2003

　　”　上村病院（中里村〕

　　　費　63－2111

　20日長山医院（津南町）

　　　a　66－2877
　　〃　中条病院（中条）

　　　a　57－3018
　26日大島医院（川原町）

　　　魯　52－2957

8月2日大坪医院（四日町）

　　　費　57－6100

　　9日庭野医院（寿町）

　　　魯　52－2711

7r

脱
水
症
の
予
防

　
こ
れ
か
ら
夏
本
番
と
な
り
、
暑
気
あ

た
り
や
夏
バ
テ
な
ど
体
調
を
崩
し
や
す

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
夏
場

に
起
こ
り
や
す
い
脱
水
症
に
つ
い
て
と

り
あ
げ
て
み
ま
す
。

　
脱
水
症
は
、
体
の
中
の
水
分
（
人
は

身
体
の
70
％
が
水
分
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
）
が
不
足
し
た
状
態
で
す
。
症
状
と

し
て
は
、
発
熱
・
尿
量
の
減
少
・
口
の

渇
き
・
意
識
障
害
な
ど
で
、
放
っ
て
お

く
と
命
も
危
険
に
な
り
ま
す
。
子
供
や

高
齢
者
は
、
体
温
調
節
機
能
の
働
き
が

悪
い
た
め
、
暑
さ
や
直
射
日
光
に
弱
く
、

布
団
の
掛
け
過
ぎ
や
室
温
の
上
昇
だ
け

で
も
発
熱
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、

体
内
の
保
水
力
も
弱
い
た
め
下
痢
や

吐
が
続
く
と
水
分
が
不
足
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　
脱
水
症
は
一
見
他
の
病
気
と
区
別
が

つ
き
に
く
い
の
で
、
お
か
し
い
な
と
思
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っ
た
ら
、
そ
の
日
の
食
事
や
水
分
の
量
、

尿
量
な
ど
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
に
高
齢
者
は
全
身
の
反
応
が
鈍
く
な

っ
て
い
ま
す
。
身
体
の
だ
る
さ
、
や
る

気
の
な
さ
、
痴
ほ
う
の
様
な
症
状
が
あ

る
場
合
に
も
脱
水
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
脱
水
の
予
防
は
、
や
は
り
水
分
を
し

っ
か
り
取
る
こ
と
。
発
熱
時
や
汗
を
か

い
た
時
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
か
ら
小
ま

め
に
水
分
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

急
病

－
日
コ
ッ
プ
5
杯
（
ー
リ
ッ
ト
ル
）
は
騒

食
事
以
外
最
り
た
い
量
で
す
・
吐
き
麗

気
や
腹
痛
が
あ
る
場
合
は
果
汁
や
ヨ
ー
幽

グ
ル
ト
類
は
避
け
、
白
湯
や
番
茶
な
ど
囎

を
少
量
ず
つ
数
回
に
分
け
て
飲
ま
せ
て
雛

く
だ
さ
い
．
脱
水
気
味
の
時
は
、
ス
ポ
亀

鱗
轟
禦
薫
轡
編

　
お
・
フ

　
嘔
吐
や
下
痢
で
水
分
が
取
れ
な
い
、

又
は
取
っ
て
も
直
に
出
て
し
ま
う
場
合

は
、
病
院
を
受
診
し
た
方
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
発
熱
の
あ
る
場
合
は
、

水
分
摂
取
と
同
時
に
、
熱
を
下
げ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
頭
を
冷
す
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
わ
き
の
下
や
足
の
つ

け
根
の
太
い
動
脈
の
所
を
冷
や
す
方
が

効
率
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
今
年
の
夏
は
平
年
並
み
の
暑
さ
と
の

予
報
で
す
。
日
ご
ろ
元
気
な
人
で
も
、

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
体
調
を
崩

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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表
紙
の
写
真

　
六
月
七
日
、
二
六
公
園
ブ
ナ
林
で
、

「
千
年
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
銘
打
っ

た
催
し
が
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
千
百
人

が
ギ
タ
リ
ス
ト
の
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ

さ
ん
の
弾
く
ギ
タ
ー
や
、
日
本
で
活
躍

す
る
外
国
人
ア
ー
チ
ス
ト
の
歌
を
心
行ギターや、歌に耳を傾ける聴衆

く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
じ
ブ
ナ
の

林
を
持
つ
川
西
町
と
松
之
山
町
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ナ
林
や
野
外
ス
テ

ー
ジ
を
利
用
し
て
、
自
然
や
音
楽
に
対

す
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
と
し
て
情
報
発
信

し
て
い
く
、
そ
ん
な
新
し
い
広
域
型
の

試
み
を
取
っ
た
も
の
。
川
西
町
・
松
之

山
町
の
両
実
行
委
員
会
が
共
同
で
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
製
作
。
共
通
前
売
り

券
を
販
売
す
る
な
ど
、
相
乗
効
果
が
表

れ
た
の
か
、
例
年
に
な
い
入
り
込
み
客

を
数
え
る
大
盛
況
ぶ
り
を
見
せ
ま
し
た
。
＝

　
ク
ロ
ー
ド
さ
ん
の
軽
や
か
で
う
ま
み

の
あ
る
語
り
に
、
会
場
か
ら
は
盛
ん
に

手
拍
子
が
沸
き
起
こ
り
、
最
後
は
全
員

で
坂
本
九
さ
ん
の
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
を
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。
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1騰灘鰯騨麟
　　▲村越

蒙』驚奪豊窟轡

8月号は千手小学校です
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　　　　ぬ蜜奮驚驚富富窟富
　▲藤田美久さん

覇纏晦馨
鞭騨燃縮囎課
　　▲蔵品恵介

嵐藩罪鑓・驚
揮　　鄭、　搬群一　　1

　　　　▲小野塚　豊

10・7・10⑫

　　　　　　　　　　　　　　てんこく　3年生のスタンプ作品です。纂刻用の石（3肋η×35綱に、彫刻刀で模様を
描き、色スタンプなどで押して仕上げたものです。
　連続模様あり、幾可学模様あり、ほのぼのしたものあり、奇妙なものあり、
とさまざまです。文化祭には3年生の全作品を展示予定です。お楽しみに。


